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「ノーリフティングケアを選択した我々」
〜地域のパイオニアになるために〜

令和２年度ノーリフティングケア普及促進事業

モデル施設実践報告会

ノーリフティングケアはいつから始めた？

H.30年11月1日 ノーリフティングケア実施施設「ふじの木園」
に施設見学。

ノーリフティングケアにさらなる興味を抱き、施設にノーリフティングケアを導入すべく勉強会に参加され
ていた白石OTに施設訪問を依頼

H.30年3月6日 「負担が少ない介護技術を自ら学び職員・利用者を支える」 香川寛 講師

H.30年6月21日〜 「二次感染予防・現場での実践方法や伝え方について学ぶ」

H.30年9月20日 「ノーリフト®ケアコーディネーター・ベーシックin大分」

H.31年6月9日〜H32年2月9日 NPO福祉用具ネット「抱え上げない介護に必要な基礎知識」

H.31年1月26日 ねむのきにて全スタッフ対象 櫻木講師・白石講師によるノーリフティングケア研修

H.30年8月30日 施設内ノーリフティングケア導入会議実施

H30年11月21日 ねむのき委員会発足。「なちゅは」櫻木講師・白石講師による講義開始。
（以降月1回の講習。）

H.32年8月11日〜 「福岡県ノーリフティングケア普及促進事業」



＜ノーリフティングケア導入当初の取り組み＞

・委員会発足

・教育委員会による技術指導

・腰痛アンケート実施

・教育の資料作成（ポスター・動画撮影）

・福祉用具の購入検討・見積り

＜福岡県ノーリフティングケア普及促進事業の取り組み＞

・委員会発足

・教育委員会による技術指導

・腰痛アンケート実施

・教育の資料作成（教育マニュアル作成）
※※※※テキストより

・福祉用具の購入検討・見積り
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H30年11月ノーリフティングケア導入時の
取組みにて基礎がしっかりと出来ていたため
大きな変更無く普及促進事業に参入。



経営チーム ： 経営面からの導入、ノーリフティングケア
宣言

統括マネージャー： 各チームの進捗状況の確認・情報の共有、
伝達。リスク抽出。

福祉用具チーム ： 福祉用具のメンテナンス。導入計画立案。

技術・教育チーム： 教育計画の立案、教育技術伝達。

個別プランチーム： 個々に合った福祉用具の選定。業務改善。
ノーリフティングケアプラン作成。

腰痛対策チーム ： 半年毎の腰痛アンケート。腰痛の現状把握、
腰痛リスクの高い業務の抽出。腰痛低減策
考案。個別面談。

＜ねむのき組織図＞
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＜組織・体制＞

委員会毎に3・6・12ヶ月後の目標設定
委員会毎に1ヶ月の計画立案

（５W１Hに沿って計画）

目標達成の為の計画を実施。

月１回のノーリフティング会議にて計画の評価
（達成度の記入）

出来ていない項目の見直し・改善



＜リスクマネジメント＞
・「業務」「環境」「職員」「利用者」
の４項目に分け職員が危ないと感じ
る業務や環境について付箋で意見を
収集。

・職員が見やすいナースステーション
内に掲示。

・毎月、集計し結果を掲示。リスクが高
い内容より優先的に対応。

・項目毎に各委員会に対応を依頼。利用
者個人の事案はケアプラン見直し、全
体に関係する事案はマニュアルを作成。

＜腰痛対策チームが取り組む腰痛対策＞

①半年毎の腰痛アンケート

②勤務前の腰痛防止体操

③負担の大きい入浴介助前のこれだけ体操®

④腰痛レベル分け対策一覧表



①半年毎の腰痛アンケート

②勤務前の腰痛予防体操



※※※※慢性腰痛に効く「これだけ体操」 | 輝きライフ見遊録
(ameblo.jp)より引用

※90 ※90 ※90 ※90 体を動かそう運動で循環器病予防
循環器病全般循環器より引用

③負担の大きい入浴介助前のこれだけ体操®

④腰痛レベル分け対策一覧表（ねむのきVer.）



技術教育のようす

技術指導は「見る、感じる、行う」の3人１チームで実施。

＜技術・教育チーム＞

車いす 点検シート リフト・ボード設置場所
＜福祉用具チーム＞



ポジショニングシート

・３か月毎のカンファレンス時
に写真撮影し、姿勢情報の共有。

・適切な福祉用具の表示。

・ポジショニング写真を掲示すること
で統一したケア。

＜個別プランチーム＞

＜開始前＞ ＜開始後＞

・ケアプランに沿って、ご利用者にとってよ
り良いケアを提供したい。

・個々の思いに寄り添ったケアが出来るよう
になった。

・職員が無理をしなくては業務が終わら
ない。

・ご利用者と関わる時間を作りたい。

・業務は忙しいが不良姿勢にならないように
心掛けると、体に負担が無くなり心に余裕
が出来た。

・リフトを使用し１人介助で出来るようになっ
たためコミュニケーションが十分に取れるよ
うになった。

＜職員の変化＞

・今のままではいけないとは思ってい
るが新しいことはやりたくない。 ・実際にやってみたら難しいことではないと

気づけた。業務改善にも前向きになれた。

※※※※H30年取り組み開始より



変化を大きく感じたある出来事が・・・

産休明けて職場復帰したらみ
んなリフトを使いこなしてて
ビックリ！自分も使えるよう
になって夜勤をしたら朝、体
がとても楽だった！

介護の仕事は腰痛で⻑く
続けられそうにないと
思っていたけど、この職
場に来て不安なく仕事が
続けられそう。
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令和2年6月腰痛調査

あり(常に痛い)

0%

あり(時々痛い)

57%

なし(疲れ安い）
13%

なし
30%

令和2年12月腰痛調査結果

6月時の「常に痛い10％」と「時々痛い25％」を合わせると35％、12月時の
「常に痛い0％」と「時々痛い57％」を合わせると57％になり、腰痛に関し
て、悪化傾向が見られた。そのため、「時々痛い」と答えた方13名に再調査を
実施した。

＜腰痛調査にて評価＞
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時々痛みのある13人の調査結果

・不良姿勢を減らす事などにより軽減→→→→4名
・トイレ介助や入浴介助での負担がある→→→→3名
・家庭内での負担や持病などにより悪化→→→→3名
※※※※コロナ対策により、業務負担やプライベートでのス
トレス発散が少なかったことも考えられる。

今後は、腰痛の原因となったトイレ・浴室環境や困難事例に対する
ケアにも着目した腰痛対策が必要
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＜考察＞



＜考察＞

ご清聴
ありがとうございました！


